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(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 5,073 △24.1 423 △38.4 380 △41.9 238 △46.6

2025年３月期中間期 6,685 12.2 687 55.0 653 53.5 445 53.9
(注)包括利益 2026年３月期中間期 238百万円(△46.6％) 2025年３月期中間期 445百万円( 11.4％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 29.58 －

2025年３月期中間期 55.37 －

(注)潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 31,735 17,167 54.1

2025年３月期 31,739 17,070 53.8
(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 17,167百万円 2025年３月期 17,070百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 17.50 － 17.50 35.00

2026年３月期 － 17.50

2026年３月期(予想) － 17.50 35.00

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,920 △2.7 1,260 2.4 1,180 2.4 784 2.4 97.39
(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期中間期 8,063,400株 2025年３月期 8,063,400株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 13,234株 2025年３月期 13,234株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 8,050,166株 2025年３月期中間期 8,050,166株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)
上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報をもとに作成しており、実際の業績は、今後様々な

要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当
たっての注意事項等については、添付資料４ページ「１.経営成績等の概況 (３)連結業績予想などの将来予測
情報に関する説明」をご覧ください。
(決算補足説明資料の入手方法)
決算補足説明資料は、2025年11月14日に当社ホームページに掲載いたします。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間連結会計期間の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、物価上昇や原材料価格の高止まりが続く中、個人消費や企業の設

備投資は堅調に推移し、景気は緩やかな持ち直しの動きがみられましたが、地政学リスクの高まり、欧米の高い

金利水準の継続や中国経済の減速による下振れリスクに加え、米国の政策動向などにより依然として先行きが不

透明な状況が続いております。

不動産関連業界におきましては、建設資材の高騰による建築工事費や造成工事費の上昇が続いたほか、政策金

利引き上げに伴う住宅ローン金利の上昇懸念等により消費に慎重な動きがみられました。当社グループ事業に与

える影響についても注視が必要であります。

当社グループの不動産・建設事業においては、造成工事や建築工事の進捗状況および受注規模などの影響によ

り、当中間連結会計期間の売上高は前年同期に比べ減少しました。建築コストにつきましては、建築原材料の価

格高騰の影響を受けておりますが、販売価格の見直し及び建築原価の管理を行いました。また、住宅取得支援策

に支えられる中、子育て世代の獲得を中心にお客様ニーズを追求し、新規受注の獲得及び利益確保に努めてまい

りました。

不動産賃貸事業につきましては、当社グループが保有する自社物件及び管理物件の安定的な収益を維持してお

ります。建築事業のメリットを活かし、賃貸住宅の建築をはじめ、利便性及び快適性を向上させ、入居者の募集

を行い、管理物件においても高い入居率を確保し、安定的な収益を継続させるための提案をオーナー様一人ひと

りと行うことで管理サービスの充実を図り利益確保に努めてまいりました。

資産活用事業につきましては、当中間連結会計期間の売上高は、前年同期に比べ減少しました。不動産賃貸事

業とのセグメント間シナジー効果とさまざまな情報チャネルを活用して、安定的な賃貸経営の事業提案を行うと

ともに賃貸収益物件の販売にも注力し、土地の有効活用だけではなく、資産運用の最適を追求してまいりまし

た。

ホテル事業につきましては、当中間連結会計期間の売上高は、前年同期に比べ増加しました。ホテル・飲食部

門におきましても、エネルギー価格及び原材料価格の高止まりにより、物価上昇の影響が続いております。ホテ

ル施設の改装や増床及びシステムの変更によるDX化を行い、収益力の向上と効率性を高めることに注力しまし

た。

その結果、当中間連結会計期間における業績は、売上高は5,073百万円（前中間連結会計期間比24.1％減）、経

常利益は380百万円（前中間連結会計期間比41.9％減）、親会社株主に帰属する中間純利益は238百万円（前中間

連結会計期間比46.6％減）となりました。
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セグメントごとの販売状況は次のとおりであります。

セグメントの名称 売上高(千円)
前中間連結会計

期間比(％)
内容

不動産・建設事業 2,490,562 60.6

分譲土地販売、建売分譲住宅販売、売建分譲住宅販
売、注文建築、リフォーム及び公共工事、土地・中
古住宅の買取・販売・仲介、保険代理業
（分譲土地89区画、建売分譲住宅56棟、売建分譲
住宅６棟、注文住宅４棟、中古住宅15棟）

不動産賃貸事業 2,007,960 102.8
不動産賃貸経営、賃貸管理及び賃貸仲介
（自社物件2,243戸、管理物件15,009戸）

資産活用事業 183,853 83.0
資産運用提案型賃貸住宅販売及び建売賃貸住宅販売
（賃貸住宅５棟）

ホテル事業 371,793 100.4 ビジネスホテル及び飲食店の運営

その他（注３） 21,986 70.5 連結子会社(興國不動産株式会社)等の事業活動

合計（注１） 5,076,156 75.9 ―

セグメント間取引 △2,677 94.7 ―

連結財務諸表の売上高 5,073,479 75.9 ―

（注）１．セグメント間取引については含めて記載しております。

２．主たる販売先は不特定多数の一般消費者であり、相手先別販売実績に対する割合が100分の10以上の販売先

はありません。

３．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社（興國不動産株式

会社）等の事業活動を含んでおります。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

セグメント間取引については含めて記載しております。

(不動産・建設事業)

不動産・建設事業は、分譲土地89件、建物66件、中古住宅15件の販売を行いました。その結果、売上高は2,490

百万円（前中間連結会計期間比60.6％）、セグメント損失は69百万円（前中間連結会計期間はセグメント利益203

百万円）となりました。

(不動産賃貸事業)

不動産賃貸事業は、自社物件2,243戸、管理物件15,009戸を保有し、賃貸経営、賃貸管理及び賃貸仲介を行いま

した。その結果、売上高は2,007百万円（前中間連結会計期間比102.8％）、セグメント利益は623百万円（前中間

連結会計期間比105.7％）となりました。

(資産活用事業)

資産活用事業は、賃貸住宅５件の販売を行いました。その結果、売上高は183百万円（前中間連結会計期間比

83.0％）、セグメント利益は５百万円（前中間連結会計期間比46.0％）となりました。

(ホテル事業)

ホテル事業は、３箇所のビジネスホテル、３箇所の飲食店を運営しました。その結果、売上高は371百万円（前

中間連結会計期間比100.4％）、セグメント利益は25百万円（前中間連結会計期間比46.6％）となりました。

(その他)

その他事業は、連結子会社において不動産仲介及び賃貸管理を行いました。その結果、売上高は21百万円（前

中間連結会計期間比70.5％）、セグメント利益は０百万円（前中間連結会計期間比2.4％）となりました。
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（２）当中間連結会計期間の財政状態の概況

当中間連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ３百万円減少し、31,735百万円となりまし

た。

流動資産については、前連結会計年度末に比べ55百万円増加し、8,612百万円となりました。固定資産について

は、前連結会計年度末に比べ59百万円減少し、23,123百万円となりました。

当中間連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ100百万円減少し、14,568百万円となりまし

た。

流動負債については、前連結会計年度末に比べ293百万円増加し、3,730百万円となりました。固定負債について

は、前連結会計年度末に比べ394百万円減少し、10,837百万円となりました。

(キャッシュ・フローの状況)

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ172百万

円減少し、3,262百万円となりました。また、当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとお

りであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、277百万円の収入（前中間連結会計期間は

1,250百万円の収入）となりました。主な増加要因は、税金等調整前中間純利益370百万円、非資金取引である減価

償却費246百万円及び前受金の増加額83百万円であります。主な減少要因は、法人税等の支払額170百万円、棚卸資

産の増加額165百万円、仕入債務の減少額110百万円及び利息の支払額101百万円であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、330百万円の支出（前中間連結会計期間は

622百万円の支出）となりました。主な減少要因は、有形固定資産（主として賃貸用不動産）の取得による支出225

百万円及び定期預金の預入による支出95百万円であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、119百万円の支出（前中間連結会計期間は

560百万円の支出）となりました。主な増加要因は、長期借入れによる収入1,218百万円及び短期借入金の純増加額

170百万円であります。主な減少要因は、長期借入金の返済による支出1,337百万円、配当金の支払額140百万円及び

社債の償還による支出20百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の業績予想につきましては、2025年５月15日付「2025年３月期決算短信」で公表いたしました通期

の業績予想に変更はありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,549,418 4,472,945

売掛金 40,899 39,286

販売用不動産 2,635,066 2,669,510

未成工事支出金 794,347 935,801

貯蔵品 11,373 10,950

その他 528,862 485,019

貸倒引当金 △2,654 △754

流動資産合計 8,557,315 8,612,759

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,558,413 7,412,547

土地 14,720,091 14,813,864

その他（純額） 231,761 256,445

有形固定資産合計 22,510,265 22,482,856

無形固定資産

のれん 229,310 210,690

その他 44,838 44,085

無形固定資産合計 274,148 254,775

投資その他の資産 397,736 385,391

固定資産合計 23,182,151 23,123,024

資産合計 31,739,466 31,735,783
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 18,933 16,677

工事未払金 454,292 346,005

短期借入金 259,900 430,732

１年内償還予定の社債 40,000 40,000

１年内返済予定の長期借入金 1,611,419 1,802,389

未払法人税等 182,056 127,772

賞与引当金 74,578 89,145

その他 795,627 877,686

流動負債合計 3,436,808 3,730,409

固定負債

社債 310,000 290,000

長期借入金 10,325,276 9,951,783

資産除去債務 74,535 75,349

繰延税金負債 10,049 9,966

その他 512,589 510,832

固定負債合計 11,232,451 10,837,931

負債合計 14,669,259 14,568,341

純資産の部

株主資本

資本金 596,763 596,763

資本剰余金 536,885 536,885

利益剰余金 15,946,156 16,043,392

自己株式 △9,598 △9,598

株主資本合計 17,070,206 17,167,442

純資産合計 17,070,206 17,167,442

負債純資産合計 31,739,466 31,735,783
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

売上高 6,685,227 5,073,479

売上原価 4,374,682 3,068,067

売上総利益 2,310,544 2,005,412

販売費及び一般管理費 1,623,453 1,582,119

営業利益 687,091 423,292

営業外収益

受取利息 121 768

受取配当金 29 29

受取手数料 30,331 31,237

受取賃貸料 7,092 5,047

解約金収入 8,492 11,289

受取補助金 791 857

その他 15,439 14,684

営業外収益合計 62,298 63,914

営業外費用

支払利息 85,270 102,435

その他 10,270 4,616

営業外費用合計 95,541 107,052

経常利益 653,848 380,154

特別損失

固定資産除却損 197 9,535

特別損失合計 197 9,535

税金等調整前中間純利益 653,651 370,619

法人税、住民税及び事業税 199,046 119,059

法人税等調整額 8,898 13,445

法人税等合計 207,944 132,505

中間純利益 445,706 238,113

親会社株主に帰属する中間純利益 445,706 238,113
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純利益 445,706 238,113

中間包括利益 445,706 238,113

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 445,706 238,113

非支配株主に係る中間包括利益 - -
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 653,651 370,619

減価償却費 231,471 246,638

のれん償却額 18,619 18,619

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,155 △1,899

受取利息及び受取配当金 △150 △797

支払利息 85,270 102,435

棚卸資産の増減額（△は増加） 703,806 △165,729

仕入債務の増減額（△は減少） △176,020 △110,543

賞与引当金の増減額（△は減少） 13,526 14,567

前受金の増減額（△は減少） 364 83,248

前払金の増減額（△は増加） 24,475 △9,815

固定資産除却損 197 9,535

その他 34,749 △7,478

小計 1,591,118 549,401

利息及び配当金の受取額 150 797

利息の支払額 △95,283 △101,808

法人税等の支払額 △245,711 △170,615

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,250,274 277,774

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △691,450 △225,979

定期預金の預入による支出 △603 △95,999

定期預金の払戻による収入 71,000 -

その他 △1,578 △8,682

投資活動によるキャッシュ・フロー △622,631 △330,660

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △140,869 △140,902

長期借入れによる収入 531,750 1,218,900

長期借入金の返済による支出 △1,975,302 △1,337,888

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,054,600 170,832

社債の償還による支出 △20,000 △20,000

その他 △10,811 △10,527

財務活動によるキャッシュ・フロー △560,632 △119,586

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 67,010 △172,473

現金及び現金同等物の期首残高 3,456,261 3,434,724

現金及び現金同等物の中間期末残高 3,523,271 3,262,251
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)２

合計不動産・
建設事業

不動産
賃貸事業

資産活用
事業

ホテル事業 計

売上高

外部顧客への売上高 4,108,975 1,953,420 221,464 370,174 6,654,035 31,191 6,685,227

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,024 765 － 22 2,812 14 2,827

計 4,111,000 1,954,186 221,464 370,196 6,656,848 31,206 6,688,055

セグメント利益 203,545 589,933 12,107 54,544 860,131 6,744 866,876

（注）１．セグメント利益は、中間連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社（興國不動産

株式会社）等の事業活動を含んでおります。

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 860,131

「その他」の区分の利益 6,744

全社費用(注) △213,028

セグメント間取引 －

中間連結損益計算書の経常利益 653,848

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない人件費及び管理部門の一般管理費であります。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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当中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)２

合計不動産・
建設事業

不動産
賃貸事業

資産活用
事業

ホテル事業 計

売上高

外部顧客への売上高 2,488,562 2,007,300 183,853 371,793 5,051,510 21,969 5,073,479

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,999 659 － － 2,659 17 2,677

計 2,490,562 2,007,960 183,853 371,793 5,054,169 21,986 5,076,156

セグメント利益
又は損失（△）

△69,871 623,422 5,574 25,436 584,562 160 584,722

（注）１．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社（興國不動産

株式会社）等の事業活動を含んでおります。

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 584,562

「その他」の区分の利益 160

全社費用(注) △204,568

セグメント間取引 －

中間連結損益計算書の経常利益 380,154

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない人件費及び管理部門の一般管理費であります。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。


